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市長記者会見

期 日  令和２年４月１ ０日（ 金）

時 間  午前１ ０時～

場 所  対策室

発 表 内 容 

１ 新潟都心のまちづくりについて

（ １）（ 仮称）バスタ新潟の整備について      （ 新潟駅周辺整備事務所）

（ ２）都市計画道路 新潟鳥屋野線全面開通について（ 新潟駅周辺整備事務所）

（ ３）（ 仮称） 新潟駅万代広場の整備計画について （ 新潟駅周辺整備事務所）

（ ４）古町地区将来ビジョンの策定について         （ 政策企画部）

※ 「 2020萬代橋チューリップフェスティバル」 の開催について （ 公園水辺課）

新潟市



“ ”新潟駅周辺地域では、新潟の玄関口に相応しい広域的な交通結節機能の強化と合わせて
“ ”防災機能を備えた基盤の整備を進め、 「広域交流ゲートウェイ」の実現を目指します。

（仮称）バスタ新潟の整備について ～整備イメージ～

至北陸自動車道
（新潟亀田IC）

※イメージであり、整備内容を決定するものではありません

至万代シティ
バスセンター

点在する中･長距離バス停を
ひとつに集約

中・長距離
バスターミナル
中・長距離
バスターミナル

● 中･長距離バスの乗降場
を集約し、多様なモビ
リティと連携した新た
な交通結節点を整備

● 子育て支援施設等や
中･長距離バス利用者の
ニーズに対応した施設
の整備により快適な
バス待ち空間を確保

至新潟市役所

中･長距離バス
運行ルート

路線バス
運行ルート

新たな中・長距離
バスターミナル 人・公共交通を

優先した道路空間
人・公共交通を
優先した道路空間

● まちと一体となり、人が
集まりやすく観光客にも
わかりやすい動線が確保
され道路空間を形成

● 基幹公共交通軸の確保

円滑に通行可能な
アクセス道路
円滑に通行可能な
アクセス道路

● 中･長距離バスと路線バス
の運行経路を分離し、円
滑に通行可能なアクセス
道路を確保

駅周辺の
防災拠点
駅周辺の
防災拠点

● 災害時における帰宅困
難者の一時避難所とし
ての空間を確保

● 災害情報、公共交通機
関の運行情報等を提供
する情報発信拠点とし
て機能

中・長距離バス停
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【お問い合わせ先】
新潟市 都市政策部 新潟駅周辺整備事務所 鈴木健太郎 電話：025-245-1261





ペデストリアンデッキから東大通方向

東大通方向から広場全体

広場内の安全で円滑な交通処理を図るとともに、緑あふれ、人々が憩い、
集うことができる居心地が良い空間を確保するため、新潟の陸の玄関口に
ふさわしい駅前広場として、現在ある万代広場を拡張して新たに整備します。

令和2年度から駅ビル解体工事に着手し、令和5年度の供用を目指して広場の
整備工事を進めます。

◇「新潟市8区の水と緑のつながり」をテーマとして整備。◇ペデストリアンデッキからの眺めで新潟らしさを演出。
・上屋（シェルター）で信濃川や阿賀野川、点在する潟を表現。

・高木や低木、落葉樹や常緑樹など、様々な樹木で美しい里山を表現。

◇雨や雪にぬれず、駅からまちへと歩き出す快適な歩行空間を確保。◇広場内はタクシーと自家用車の専用動線をそれぞれ確保。

人、交通、自然が気持ちよく循環する「都市の庭」

概要

・広場の役割と
新潟らしさの検討

・広場からまちへの
つながり

・タクシーと自家用車の
動線分離

【これまでの広場計画】

【基本設計における広場計画】

基本コンセプトを継承
しながら、基本設計で
広場計画を見直し

タクシープール

バス乗降場

自家用車整理場

広場

※平成13、14年度提案競技による駅前広場の基本コンセプト

基本設計のポイント

整備基本コンセプト

今後
詳細な設計に反映させていきます。

ペデストリアンデッキ

タクシープール バス乗降場

ペデストリアンデッキ

自家用車整理場

広場

整備イメージ

（仮称）新潟駅万代広場の整備計画について
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【お問い合わせ先】
新潟市都市政策部新潟駅周辺整備事務所鈴木健太郎電話：025-245-1261



古町地区将来ビジョンの策定について 

  新潟三越の閉店や古町ルフルのオープンなど、まちの大きな転換期を迎

えた古町地区の将来像や方

地区将来ビジョン」を策定しました。 

記 

■策定の経緯 
  ・学識経験者や地元商店街の関係者などで構成する「（仮称）古町地区

将来ビジョン懇談会」からの意見を反映し、策定 

■概要 
  ・都市機能や商業機能が特徴的に集積した５つのエリアごとの将来像

をイメージパースなどで明示 

  ・「古町地区の特徴・強み」や「コンセプト」、「ビジョンの実現に向け

た取り組みの方向性」などを記載 

※別紙参照 

【問い合わせ】 

新潟市政策企画部 

担当：齋藤 

電話：025-226-2152 

メール：seisakukikaku@city.niigata.lg.jp 

令和２年４月１０日 
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１ 歴史的な建造物・ 街並みの保存
古町花街エリアをはじめとする地域に多く残る歴史的な建造物や街並みの維持・保存に係る意

識啓発、修景や活用の促進などに取り組みます。 

２  古町芸妓など、みなとまち文化の継承
古町芸妓や食などのみなとまち文化を気軽に楽しめるコンテンツの充実や情報発信などを通じ、

みなとまち文化の次世代への継承に取り組みます。 

３  多様な地域資源の磨き直し
さまざまな地域資源を見つめ直し、改めて磨き上げることで、来街者や観光客、ファンを増やし、

魅力的なヒト・モノ・コトの交流促進に取り組みます。 

４  連携強化・ 回遊性の向上
都心軸のアクセス性などの機能強化や古町地区内の各エリア間の連携強化や一体感の創出、

歩きたくなる・移動しやすい環境の整備などに取り組みます。 

５  既存ストックの有効活用

空き店舗などのあっせんやまちの方向性に適した活用、リノベーションや文化・芸術などとのコラボ

レーションによる新たな魅力の創出など、既存ストックの活用促進に取り組みます。 

６  情報発信の強化
古町の魅力やみなとまちの歴史・文化などのブランディングに取り組み、新たな交流を生み出すと

ともに、シビックプライドの醸成などに取り組みます。 

７  多様な主体との連携
古町に関わる人をはじめ、広く市民の皆さまとまちの方向性を共有し、多様な主体と連携・協力

しながら取り組みます。 

古町地区将来ビジョン 

Ｐ２１より 

将来ビジョンの実現に向けて 
明るい未来のためにみんなでどう取り組んでいくか






